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 第１節 ＣＳＲからＣＳＶへ 
 第２節 課題 
 第３節 分析対象と資料 
   3.1 分析対象の製薬会社 
   3.2 本研究におけるキーワードの定義 













     3.1 収益性の低下した理由 
     3.2  知的財産戦略の重要性 




 2.1 研究開発と企業競争力について 







     2.1 世界医薬品市場の概況 
     2.2  日欧米の製薬会社における知的財産戦略の現状 
    第３節 日欧米の製薬会社における知的財産戦略の問題点 











 2.1 ライセンシングとは 
 2.2  ライセンシングとコストおよび収益との関連性 
 2.3 競争優位への影響 
第３節 製薬会社におけるライセンシングの状況 
 3.1 各社におけるライセンシングの現状 
 3.2 ライセンシング実施の背景と阻害要因 
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  2.1  資源依存理論 
  2.2 最適外部依存度 
 第３節 ノバルティスとギリアド・サイエンシズの比較分析 
  3.1ノバルティスの事例 
  3.2ギリアド・サイエンシズの事例 
  3.3 両社の比較分析 
 第４節 小括 
第４部 新たな知的財産戦略への展望 
第８章 知的財産戦略と研究開発の収益性向上‐コー・イノベーションの視点から 
    第１節 本章の目的 
    第２節 分析と考察 
第３節 ネットワーク型研究開発の構築と研究開発収益性の向上 
第４節 新たな知的財産戦略への展望‐コー・イノベーション視点の意義 
 4.1 知的財産戦略の過去、現在、将来 
 4.2 コー・イノベーションに向けた知的財産戦略の意義 
   第９章 本論文のまとめと今後の課題 
    第１節 各章のまとめ 
    第２節 本論文の意義 
第３節 本論文の限界と今後の課題 
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